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消費者　事業者

〈
相
談
〉

突
然
業
者
か
ら
、「
近
々
○
○

会
社
が
上
場
し
ま
す
。
上
場
す

れ
ば
株
価
は
必
ず
上
が
り
ま
す
」

と
電
話
が
あ
り
、
未
公
開
株
の

購
入
を
勧
め
ら
れ
た
。
未
公
開

株
の
発
行
元
で
あ
る
○
○
会
社

が
一
流
企
業
だ
っ
た
の
で
つ
い

申
し
込
ん
だ
が
、
販
売
会
社
は

信
用
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
本
物

の
株
券
が
渡
さ
れ
る
か
不
安
。

ま
だ
支
払
い
は
し
て
い
な
い
。

（
70
歳
代
女
性
）

〈
処
理
〉

販
売
会
社
は
証
券
業
登
録
の

な
い
会
社
で
、
株
式
を
売
買
す

る
こ
と
は
証
券
取
引
法
に
違
反

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
相

談
者
に
未
公
開
株
の
発
行
会
社

へ
事
実
確
認
す
る
よ
う
伝
え
、

証
券
会
社
で
は
な
い
会
社
と
の

取
引
は
避
け
た
ほ
う
が
無
難
と

助
言
し
ま
し
た
。

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉

未
公
開
株
と
は
、
証
券
取
引

所
や
店
頭
に
上
場
さ
れ
て
い
な

い
株
で
、
こ
の
未
公
開
株
が
上

場
さ
れ
た
場
合
、
新
規
上
場
後

の
初
値
が
公
募
価
格
を
大
き
く

上
回
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
人

気
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一

般
的
に
は
証
券
会
社
の
公
募
に

応
募
し
て
、
抽
選
に
当
た
ら
な

い
と
入
手
で
き
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
未
公
開
株
人
気
を

背
景
に
、
証
券
会
社
で
は
な
い

会
社
が
、「
上
場
間
近
」「
値
上

が
り
確
実
」「
あ
な
た
だ
け
特
別
」

な
ど
と
電
話
で
勧
誘
し
ま
す
が
、

実
際
に
は
上
場
予
定
が
な
い
、

ま
た
は
上
場
は
事
実
だ
っ
た
も

の
の
予
定
公
募
価
格
の
10
倍
以

上
の
金
額
で
買
わ
さ
れ
た
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

営
業
と
し
て
株
券
の
売
買
な

ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

登
録
を
受
け
た
証
券
会
社
だ
け

で
す
。
さ
ら
に
未
公
開
株
は
、

譲
渡
制
限
が
あ
る
場
合
が
多
く
、

一
般
に
株
券
が
出
回
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
譲
渡
制
限
の
あ

る
株
を
取
得
し
て
も
、
株
券
の

所
有
者
は
株
券
の
発
行
会
社
に

株
主
と
し
て
認
め
て
も
ら
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
う
ま
い
話

に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
「
金
融
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」→

「
一
般
の
み
な
さ
ん

へ
」→

「
未
公
開
株
購
入
の
勧
誘
に

ご
注
意
！
〜
一
般
投
資
家
へ
の
注
意

喚
起
〜
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
三
鷹
市
消
費
者
相
談
員
）

未
公
開
株
の
勧
誘
に
ご
注
意
！

212

平
成
18
年
度
任
用
市
政
嘱
託

員（
一
般
事
務
）を
募
集

◆
試
験
日
程

第
１
次
試
験
＝
２

月
11
日
-

、
第
２
次
試
験
＝
第

１
次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま

す
。

◆
受
験
資
格
・
募
集
人
員

平
成

18
年
４
月
１
日
現
在
、
18
歳
以
上

60
歳
以
下
の
方
を
若
干
名

◆
任
用
期
間

任
用
日
か
ら
平
成

19
年
３
月
31
日
ま
で
（
任
用
期
間

満
了
後
、
規
定
に
よ
り
更
新
す
る

場
合
あ
り
。）

◆
勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
の
間
で

週
30
時
間
以
内
（
実
働
）

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
平
日
夜

間
を
含
む
変
則
勤
務
の
場
合
あ

り
。

◆
業
務
内
容

経
理
を
含
む
一
般

事
務
（
外
勤
の
場
合
あ
り
）、
諸

証
明
発
行
関
連
事
務
、
社
会
保
険

労
務
関
係
事
務
、施
設
管
理
業
務
、

建
築
な
ど
に
関
連
す
る
一
般
事

務
、
環
境
や
化
学
に
関
す
る
一
般

事
務
、
市
内
小
中
学
校
に
お
け
る

一
般
事
務
、
国
民
健
康
保
険
税
等

徴
収
に
関
す
る
事
務

◆
報
酬
な
ど

月
額
16
万
９
千

500
円
。
別
途
交
通
費
を
２
万
円

以
内
で
支
給
。
社
会
保
険
・
労
働

保
険
の
適
用
あ
り
。

◆
勤
務
場
所

市
役
所
お
よ
び
市

内
関
連
施
設

◆
募
集
要
項
、
受
験
申
込
書
・
履

歴
書
の
配
布

三
鷹
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
も
し

く
は
職
員
課
（
市
役
所
３
階
）
と

各
市
政
窓
口
で
配
布
。

▼
１
月
16
日
b
〜
27
日
f
（
必

着
）
に
、
受
験
申
込
書
と
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
縦
４

×
横
３

の
写
真
（
最
近
３
カ

月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）
を
そ

れ
ぞ
れ
１
枚
ず
つ
貼
り
、
署
名
押

印
（
受
験
申
込
書
の
み
）
し
た
も

の
を
、
返
信
用
の
50
円
切
手
を
同

封
の
う
え
「
〒
181
―
８
５
５
５

三
鷹
市
役
所
職
員
課
」
へ
配
達
記

録
郵
便
で
申
し
込
む
。
く
わ
し
く

は
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。な

お
、
東
京
電
子
自
治
体
共
同

運
営
が
提
供
し
て
い
る
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス

http://www.e-
tokyo.lg.jp/info/res/top/Prt
lRTopM

enu.do

か
ら
受
験
申
し

込
み
を
し
た
場
合
は
、
印
刷
し
た

受
験
票
と
履
歴
書
を
受
験
日
当
日

に
右
記
と
同
様
に
写
真
を
貼
っ
て

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い「
三
鷹
市

し
ご
と
の
相
談
窓
口
」

現
在
働
い
て
い
る
方
、
求
職
中

の
方
、
事
業
者
の
方
を
対
象
に
、

HP

セ
ン

チ

セ
ン

チ

専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
「
し
ご
と
」

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
お

答
え
し
ま
す
。
在
宅
で
仕
事
を
し

た
い
市
民
の
方
に
は
内
職
の
相

談
・
登
録
も
行
い
ま
す
。

相
談
員
は
東
京
都
労
働
相
談
情

報
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
、
わ
く
わ

く
サ
ポ
ー
ト
三
鷹
の
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
三

鷹
の
就
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
多
摩

東
部
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
の

保
健
師
。

▽
１
月
16
日
b

午
前
10
時
〜
午

後
０
時
30
分
、
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ

７
階
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

※
相
談
窓
口
は
毎
月
第
１
月
曜

日
に
開
設
し
て
い
ま
す
。
開
設
日

以
外
に
相
談
を
希
望
す
る
方
は
生

活
経
済
課
1
内
線
２
５
４
４
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
専
門
相
談
員

と
の
日
程
を
調
整
し
ま
す
。

第
21
回
三
鷹
市
消
費
者
活
動

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
ま
つ
り

甘
酒
の
無
料
配
布
や
お
手
玉
・

は
が
き
絵
な
ど
の
手
作
り
ル
ー
ム

な
ど
、楽
し
い
催
し
が
た
く
さ
ん
。

ご
家
族
で
ど
う
ぞ
。
お
も
ち
ゃ
の

病
院
、
生
活
用
品
活
用
市
も
同
時

開
催
。

▽
２
月
４
日
g

午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分
、
消
費
者
活
動
セ
ン

タ
ー
（
下
連
雀
３
―
22
―
７
）
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

同
運
営
協
議
会
1
41
―
０

５
１
０

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房

「
ネ
ク
タ
イ
か
ら

ポ
シ
ェ
ッ
ト
作
り
」

▽
１
月
25
日
d

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
、
同
工
房
で
。
ネ
ク

タ
イ
１
本
（
ほ
ど
い
て
ア
イ
ロ
ン

を
か
け
た
も
の
）、
ひ
も
（
長
さ

1.1

、
直
径
５

）、
ビ
ー
ズ

少
々
、
フ
ァ
ス
ナ
ー
20

、
型

紙
用
の
包
装
紙
、
裁
縫
道
具
、
は

さ
み
（
紙
用
・
布
用
）
持
参
。

▼
同
工
房
1
34
―
３
１
９
６

（
水
・
木
・
土
・
日
曜
日
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
開
館
）
へ
直
接
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
む
。
定
員
10

人
程
度
。

ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た

は
が
き
を
回
収
し
ま
す

市
内
各
郵
便
局
の
協
力
で
、
家

庭
で
不
用
と
な
っ
た
使
用
済
み
の

は
が
き（
事
業
所
の
も
の
は
不
可
）

の
回
収
を
行
い
ま
す
。
回
収
は
専

用
の
緑
色
の
箱
で
行
い
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
箱
ご
と
リ

サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。
投
入
し
た
は

が
き
は
取
り
出
せ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

セ
ン

チ

ミ
リ

メ
ー

ト
ル

◆
回
収
で
き
る
は
が
き

使
用
済

み
官
製
は
が
き
、
年
賀
は
が
き
、

往
復
は
が
き
（
写
真
入
り
も
可
）

◆
回
収
場
所

市
内
各
郵
便
局
と

市
役
所
（
１
階
・
５
階
）、
リ
サ

イ
ク
ル
市
民
工
房
、
各
市
政
窓
口

◆
回
収
期
間

１
月
16
日
b
〜
２

月
10
日
f

の
各
施
設
が
開
館
し

て
い
る
時
間
内

e

ご
み
対
策
課
1
内
線
２
５

３
３浄

化
槽
を
お
使
い
の
方
へ

法
定
検
査
や
使
用
廃
止
の

届
け
出
を
忘
れ
ず
に

浄
化
槽
は
、
定
期
的
な
保
守
点

検
・
清
掃
と
年
一
度
の
法
定
検
査

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
２

月
１
日
d

か
ら
は
浄
化
槽
法
の

改
正
に
よ
り
、
法
定
検
査
を
受
け

な
い
場
合
の
都
知
事
の
指
導
監
督

権
限
が
強
化
さ
れ
、
ま
た
浄
化
槽

の
使
用
廃
止
の
届
け
出
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。
法
定
検
査
を
受
け

て
い
な
い
方
は
必
ず
受
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
浄
化
槽
を
廃
止
さ
れ
た

場
合
は
、
廃
止
の
届
け
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

e

都
環
境
局
多
摩
環
境
事
務

所
廃
棄
物
対
策
課
浄
化
槽
係
（
浄

化
槽
に
関
し
て
）
1
042
―
528
―

２
６
９
２
、
都
生
活
水
環
境
シ
ス

テ
ム
協
会
検
査
セ
ン
タ
ー
1
042

―
589
―
８
７
８
２
（
法
定
検
査

の
申
し
込
み
）

市
立
小
・
中
学
校
給
食
用

食
材
納
入
業
者
登
録
受
付

三
鷹
市
学
校
給
食
運
営
委
員
会

で
は
平
成
18
年
度
小
・
中
学
校
給

食
用
食
材
な
ど
の
納
入
業
者
を
募

集
し
ま
す
。

◆
申
請
用
紙
の
交
付

１
月
30
日

b
〜
２
月
３
日
f
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
（
正
午
〜
午
後
１

時
を
除
く
）、
三
鷹
市
学
校
給
食

運
営
委
員
会
事
務
局
（
教
育
セ
ン

タ
ー
１
階
学
務
課
内
）
で
。

◆
登
録
有
効
期
限

２
年
間

▼
２
月
６
日
b
〜
10
日
f
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
に
同
事
務

局
へ
直
接
申
し
込
む
。

※
申
請
に
は
各
種
添
付
書
類
が

必
要
で
す
。

※
平
成
17
年
度
に
登
録
手
続
き

を
行
っ
た
納
入
業
者
は
申
請
不
要
。

e

同
事
務
局
1
内
線
３
２
３

８
三
鷹
市
勤
労
市
民
講
座

使
用
者
実
務
セ
ミ
ナ
ー

〜
「
職
場
う
つ
」
へ
の
早
期
対
応

と
円
滑
な
職
場
復
帰
〜

東
京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ

ー
国
分
寺
事
務
所
・
三
鷹
市
・
三

鷹
商
工
会
主
催
。
対
象
は
人
事
労

務
担
当
者
・
労
組
役
員
・
関
心
の

あ
る
方
。「
職
場
う
つ
」
を
発
症

し
た
社
員
に
早
期
か
つ
適
切
に
対

応
し
、
円
滑
な
職
場
復
帰
に
対
処

す
る
た
め
の
基
礎
知
識
を
、
精
神

医
学
、
法
律
面
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
解

説
し
ま
す
。
最
終
日
に
は
、
質
疑

応
答
も
あ
り
ま
す
。

▽
①
２
月
23
日
e
「『
職
場
う
つ
』

精
神
医
学
の
基
礎
知
識
〜
早
期
発

見
か
ら
職
場
復
帰
ま
で
」
講
師
は

防
衛
医
科
大
学
校
教
授
・
精
神
科

医
の
野
村
総
一
郎
さ
ん
。
②
27
日

b
「『
職
場
う
つ
』
発
症
後
の
法

律
問
題
〜
配
転
、
休
職
、
解
雇
、

職
場
復
帰
な
ど
」
講
師
は
、
弁
護

士
（
働
く
う
つ
の
人
の
た
め
の
弁

護
団
代
表
）
の
清
水
建
夫
さ
ん
。

③
３
月
２
日
e

「
Ｑ
＆
Ａ
職
場

復
帰
の
プ
ロ
セ
ス
〜
精
神
科
医
と

弁
護
士
か
ら
の
助
言
」
講
師
は
、

東
京
経
済
大
学
教
授
・
精
神
科
医

の
島
悟
さ
ん
、
弁
護
士
の
清
水
建

夫
さ
ん
、
Ｍ
Ｄ
Ａ
‐
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

（
う
つ
・
気
分
障
害
協
会
）
代

表
・
保
健
師
の
山
口
律
子
さ
ん
。

い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
30
分
、
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
（
下

連
雀
３
―
38
―
４
）
で
。

▼
事
前
に
東
京
都
労
働
相
談
情
報

セ
ン
タ
ー
国
分
寺
事
務
所
「
〒

185
―
０
０
２
１
国
分
寺
市
南
町

３
―
22
―
10
」
・
1
042
―
323
―

８
５
１
１
・
5
042
―
323
―
８
５

１
２
へ
郵
便
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

で
申
し
込
む
。
先
着
100
人
。

e

生
活
経
済
課
1
内
線
２
５

４
２あ

な
た
の
事
業
所
は
大
丈
夫
？

65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保

「
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定

等
に
関
す
る
法
律
」
が
昨
年
改
正

さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
は
65
歳
ま

で
の
定
年
の
引
き
上
げ
や
、
継
続

雇
用
制
度
の
導
入
（
段
階
的
引
き

上
げ
あ
り
）
な
ど
の
高
年
齢
者
雇

用
確
保
措
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。
各
企
業
に
お
い
て
は
、
意
欲

と
能
力
の
あ
る
高
年
齢
者
が
働
き

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整

備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

三
鷹
1
47
―
８
６
０
９
へ
。

e

生
活
経
済
課
1
内
線
２
５

４
２三

鷹
駅
前
に

シ
ョ
ッ
プ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

開
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

㈱
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
で
は
、
１

月
か
ら
「
ス
ペ
ー
ス
み
た
か
101
」

（
三
鷹
駅
前
協
同
ビ
ル
１
階
）
を

１
週
間
単
位
で
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
や
ギ
ャ

ラ
リ
ー
な
ど
使
い
方
は
自
由
。
あ

な
た
の
ア
イ
デ
ア
で
出
店
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

◆
ス
ペ
ー
ス
み
た
か
101

下
連

雀
３
―
24
―
３
三
鷹
駅
前
協
同
ビ

ル
１
階
101
号
室
、
床
面
積
29
・

37
平
方

、
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
、

ト
イ
レ
、
壁
面
ピ
ク
チ
ャ
ー
レ
ー

ル
な
ど
あ
り

◆
貸
出
期
間

３
月
27
日
b

ま

で
。
火
曜
日
〜
翌
週
月
曜
日
の
１

週
間
単
位

◆
使
用
料

３
万
５
千
円
（
１
週

間)▼
使
用
申
請
書
、
誓
約
書
を
記
入

し
、
会
社
の
登
記
簿
謄
本
（
個
人

の
場
合
は
住
民
票)

を
添
え
て
、

「
〒
181
―
８
５
２
５
㈱
ま
ち
づ
く

り
三
鷹
」（
下
連
雀
３
―
38
―
４
）

へ
直
接
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
む

（
審
査
あ
り
）。

※
業
種
、
取
り
扱
い
品
目
な
ど

に
よ
っ
て
は
お
断
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
同
社
1
40
―
９

６
６
９
へ
。

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
で

市
内
中
学
生
が

優
秀
賞
な
ど
受
賞

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が

中
学
３
年
生
を
対
象
に
募
集
し
た

作
文
で
、
三
鷹
市
か
ら
は
次
の
み

な
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。

◆
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優

秀
賞
・
東
京
納
税
貯
蓄
組
合
総
連

合
会
会
長
賞

濱
村
浩
司
さ
ん

（
三
中
）、
橋
田
夏
美
さ
ん
（
七
中
）

◆
武
蔵
野
税
務
署
長
賞

斉
藤
友

里
さ
ん
（
二
中
）

◆
東
京
都
立
川
都
税
事
務
所
長

賞
・
東
京
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合

会
会
長
賞

茂
木
真
由
美
さ
ん

（
二
中
）

◆
三
鷹
市
長
賞

森
岡
あ
さ
み
さ

ん
（
四
中
）

◆
三
鷹
市
教
育
長
賞

岡
崎
咲
子

さ
ん
（
四
中
）

◆
武
蔵
野
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合

会
優
秀
賞

緒
方
史
音
さ
ん
（
三

中
）、
大
西
史
之
佑
さ
ん
（
七
中
）

◆
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
学

校
賞
・
武
蔵
野
納
税
貯
蓄
組
合
総

連
合
会
学
校
賞

第
七
中
学
校

◆
武
蔵
野
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合

会
学
校
賞

第
二
中
学
校

e

納
税
課
1
内
線
２
４
１
４

メ
ー

ト
ル


